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太陽の塔の視線の先にはエキスポ▶
タワーがあった。夜には目から光線を放つ。

　

西大通り、火曜広場からの写真。日本全国、世界からも多くの人が
訪れた。

◀地下展示ゾーン「いのりー
神々の森」。コロナを放つ巨大な
仮面（右奥）は、太陽の塔の3つの
顔とともに岡本太郎が制作した4
番目の顔「地底の太陽」。現在行
方不明。

 

◎
移
動
芸
能

　
道
化
師
を
は
じ
め
と
す

る一行
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち

で
愛
嬌
を
ふ
り
ま
き
、ほ
ほ

え
ま
し
い
い
た
ず
ら
で
明
る

い
笑
い
を
誘
い
、会
場
の
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

　
博
覧
会
の
主
役
で
あ
る

パ
ビ
リ
オ
ン
は
、参
加
国
の

名
誉
と
威
信
を
か
け
て
建

設
さ
れ
た
。ソ
連
や
ア
メ
リ

カ
は
大
々
的
に
宇
宙
開
発

技
術
を
ア
ピ
ー
ル
。途
上
国

は
小
展
示
館
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
の
負
担
軽
減
策

が
講
じ
ら
れ
る
一
方
で
、旧

日
本
チ
ー
ム
が
競
演
す
る

な
ど
暖
か
い
心
の
交
流
が

生
ま
れ
、万
国
博
の
意
義

を
高
め
た
。

◎ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

　
世
界
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
や

各
国
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
、交
響
楽
団
な

ど
超
一流
の
音
楽
家
や
楽
団

に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
が

行
わ
れ
、延
べ
19
万
人
を
超

え
る
聴
衆
に
圧
倒
的
な
感

動
を
も
た
ら
し
た
。

◎ 

万
国
博
ホ
ー
ル

　
ポ
ピュラ
ー
音
楽
を
中
心

に
、斬
新
な
演
出
の
舞
台
が

多
数
上
演
さ
れ
た
。こ
れ
ほ

ど
多
く
の一流
芸
能
人
が
出

演
し
た
の
は
、万
国
博
史
上

で
も
珍
し
い
と
い
う
。

◎ 

水
上
ス
テ
ー
ジ

　
自
走
す
る
ス
テ
ー
ジ
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
連
動
し
て

乱
舞
す
る
音
楽
噴
水
な

ど
、11
カ
国
の
芸
能
人
や
学

生
ら
に
よ
る
最
新
技
術
を

駆
使
し
た
舞
台
で
人
気
を

集
め
た
。

◎ 

お
祭
り
広
場

　
お
祭
り
広
場
で
は
連

日
、世
界
や
日
本
各
地
の
舞

踊
や
芸
能
が
華
麗
に
、ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
開
催
さ
れ
、観

客
は
各
国
の
文
化
に
魅
了

さ
れ
た
。催
し
物
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
に
は
出
演
者
と
一
緒
に

観
客
も
歌
い
踊
り
、人
種

も
国
も
関
係
な
く
楽
し
む

人
々
に
、〝
世
界
は一つ
〞と
い

う
実
感
を
与
え
た
。

◎ 

野
外
劇
場

　
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が

手
を
と
り
あ
っ
て
歌
い
踊

り
、見
て
い
る
大
人
た
ち
も

と
も
に
合
唱
す
る
光
景
が

会
期
中
何
度
も
見
ら
れ

た
。特
に
子
ど
も
バ
レ
エ
や

ダ
ン
ス
で
は
外
国
チ
ー
ム
と

　
万
国
博
に
は
、参
加
国

や
都
市
が
会
期
中
の
1

日
、特
色
あ
る
催
し
物
を

開
催
す
る
祝
祭
典
日「
ナ

シ
ョ
ナ
ル・デ
ー
」「
ス
ペ
シ
ャ

ル・デ
ー
」を
挙
行
す
る
伝

統
が
あ
っ
た
。大
阪
万
博

で
は
、73
回
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

デ
ー
と
15
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル・

デ
ー
を
開
催
。観
客
は
、国

境
や
言
葉
の
壁
を
越
え
、

各
国
や
都
市
の
文
化
や
生

活
、習
慣
に
触
れ
て
国
際

的
な
理
解
を
深
め
た
。

　
1
9
7
0
年
3
月
14

日
、日
本
万
国
博
覧
会
が

お
祭
り
広
場
で
華
や
か
に

開
幕
し
た
。開
会
式
に
は

天
皇
、皇
后
両
陛
下
を
は

じ
め
、佐
藤
栄
作
内
閣
総

理
大
臣
、石
坂
泰
三
万
博

協
会
会
長
、国
内
出
展
者

ら
約
7
5
0
0
人
の
来
賓

が
出
席
。東
洋
的
で
日
本

的
な
情
緒
あ
ふ
れ
る
式
典

は
、「
人
類
の
進
歩
と
調

和
」へ
の
願
い
を
の
せ
、衛

星
テ
レ
ビ
中
継
で
全
世
界

に
届
け
ら
れ
た
。

現
在
、そ
し
て
未
来
に
も
つ
な
が
る
過
去
の
情
報
を
取
材
、編
集
し
、記
録
す
る
特
集
で
す
。

北
摂
の
歴
史
か
ら
、私
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
魅
力
を
学
び
知
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
13
回
は「
日
本
万
国
博
覧
会
開
催
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

シティライフ  アーカイブズ 検 索

シティライフは
今年で30周年を
迎えます

紙吹雪にいろどられた式場。開会式典基本要件には「人類の進歩と調和」を具現
したもの、参加者が初めて体験する式典であることなどが盛り込まれていた。

お祭り広場でお披露目した「日本のまつり」

住友童話館の行列。人気パビリオンは
2～5時間待ちも珍しくなかった。

前
売
り
券
発
売
告
知
の
ポ
ス
タ
ー
。

入
場
料
は
大
人
8
0
0
円
、小
人

4
0
0
円
と
さ
れ
、前
売
り
券
は

5
％
〜
20
％
引
き
だ
っ
た
。

上）ソ連館。1970年がレー
ニン生誕100年にあたったた
め、第1会場はレーニンの生
涯と活動を紹介した。

中）せんい館。横尾忠則の感
性で独創的なフォルム。テー
マは人間生活を豊かにする。

右）カナダ館。外面は鏡張り
だが、中庭に面した壁は木材
の素肌が展示品として映るよ
うになっている。

財
閥
系
グ
ル
ー
プ
を
は
じ

め
、企
業
に
よ
る
パ
ビ
リ
オ

ン
が
諸
外
国
を
超
え
る
予

算
を
投
入
し
て
30
館
立
ち

並
び
、非
日
常
の
光
景
を
も

た
ら
し
た
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
、テ
ー
マ
展
示
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
就
任
し
た

岡
本
太
郎
氏
は
、モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
博
の
視
察
後
、テ
ー

マ
館
の一
部
と
し
て
太
陽
の

塔
を
製
作
。そ
の
内
部
を

「
地
下
―
過
去
」「
地
上
―

現
在
」「
空
中
―
未
来
」の

3
つ
の
展
示
空
間
で
構
成

し
た
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展

示
技
法
を
駆
使
し
た
テ
ー

マ
館
は
、現
在・過
去・未
来

を
貫
く
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

象
徴
と
し
て
、ま
た
、世
界

の
人
々
が
顔
を
合
わ
せ
る

出
会
い
の
場
と
し
て
見
る

人
に
強
い
感
銘
を
与
え
た
。

　
万
国
博
が
開
催
さ
れ

た
1
8
3
日
間
の
総
入

場
者
数
は
6
4
2
1
万

8
7
7
0
人
だ
っ
た
。こ
の

数
字
は
、1
9
6
7
年
の
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
万
博
と
比
較

し
て
も
1
4
0
0
万
人
以

上
多
く
、万
博
史
上
最
高

を
記
録
し
た
。1
日
83
万

人
以
上
が
詰
め
か
け
、入
場

制
限
を
実
施
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。例
年
に
な
い

寒
さ
に
見
舞
わ
れ
出
足
は

低
調
だ
っ
た
も
の
の
、月
を

追
う
ご
と
に
増
加
し
、夏
休

み
期
間
に
入
っ
た
5
〜
6
ヶ

月
目
に
は
爆
発
的
に
増
加

し
た
。最
後
の
1
ヶ
月
は
総

入
場
者
数
の
4
分
の
1
を

超
え
る
2
6
.
6
％
が
来

場
し
、入
場
者
は
会
期
後
半

に
集
中
し
た
。特
に
、午
後

5
時
以
降
の
夜
間
入
場
の

伸
び
が
大
き
く
、夜
間
入
場

券
の
販
売
枚
数
は
9
9
8

万
7
1
4
9
枚
に
の
ぼ
る
。

期
間
中
の
拾
得
物
は
5
万

件
以
上
、迷
子
4
万
人
以

上
、救
急
出
動
1
万
回
以

上
。そ
の
数
字
が
開
催
期
間

中
に
起
こっ
た
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
と
、万
博
の
盛
況
を

物
語
って
い
る
。こ
う
し
て
世

界
中
の
人
々
が一つ
の
場
所
に

集
ま
り
、同
じ
感
動
を
分
か

ち
合
っ
た
こ
と
は
か
つ
て
例

を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、日

本
万
国
博
の
主
役
は
ま
さ

に
こ
の
観
客
だ
っ
た
。

1
9
7
0
年
9
月
13
日
、

閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。

アメリカ館・英国館・EC館（現EU）・イタリア館・インド
館・オーストラリア館・オランダ館・国連館・コロンビア
館・サウジアラビア館・スイス館・タイ館・大韓民国館・
中華民国館・ドイツ館・など77カ国が参加

IBM館（日本IBM）・ガスパビリオン・クボタ館・サントリ
ー館・住友童話館・自動車館（日本自動車工業会）・
東芝IHI館・日立グループ館・富士グループパビリオン
・松下館など約30館

企業館

国際館
1970年4月26日～5月3日の期間、
太陽の塔の目玉に座り込んだ事件、
「目玉男」。「万博をやめるまでは降り
ない」と、横たわり、籠城した。「記者会
見をさせてくれたら降りる」と条件を示
し、警察は応じたふりをして逮捕した。

総入場者数：
6,421万8,770人
(うち外国人 約170万人)
総売上金額：
入場券 約163億円
食堂・売店関係 約446億円
1日の入場者：
最高 83万5,832人（9月5日）　
平均 約35万人

こんなことも・・・
圧倒的なスケールで豊かな彩
り、アイデアの限りを尽くした世
界最大級の「まつり」は、ほんの
46年前に、ここ北摂で開催され
ていたんですね。そう思って現在
の万博記念公園に訪れると、至
る所に「日本万国博覧会」を成
し遂げた先輩たちの、「熱を帯び
た足跡」を感じることができます。

取材を終えて

編集部　尾浴 芳久

協 力 人種や文化を越えた温かい交流。最終
日は涙を流して別れを惜しんだ。

大阪府日本万国博覧会
記念公園事務所
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